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古民家「ヨシエム」（写真右奥）と「カネモ」

2019年8月に実施した移住体験のモニターツアー。東京から訪れた家族
2組に、地元ガイドが歴史や町並みを案内（上の写真）、集落の近くの公
園では水鉄砲遊びで交流（下の写真）

直し活かす活動をしています。地域
の元気は私たちの元気から！

活動概要と活動対象範囲
　佐渡島の南東部に位置する松ヶ
崎・岩首地区は、山間の集落から
日本海に面した集落までそれぞれ
が特徴を持った6つの集落からなる
地域です。集落によっては、その半
分が空き家になっているようなとこ
ろもあり、人口減少が進み、学校
などの維持が難しくなってきていま
す。2017年に松ヶ崎集落の空き家
を、島内外の様々な人の力を頂い
て改修し、一棟貸しの宿「カラふる

カネモ」がオープンしました。その真
横にある古民家を今回改修し、子
育て世代が地域で住み続けられる
ようにするため、働く場であるシェ
アオフィス・関係人口案内所を整備
しました。

活動に至った理由や背景
　地区にある小中学校の存続や、
この地域での楽しさや魅力を見つ
けていくことも大切ですが、子育て
世代がこの地域で暮らしていくには
地域に産業が必要です。農業をし
ている人以外は、地域内で仕事を
している人は少なく、町場に仕事に

地域・コミュニティ活動助成

子どもの元気は地域の元気プロジェクト
新潟県佐渡市
過疎集落の空き家を交流型シェアオフィスに改修し、
隣接の古民家再生宿と連携した持続可能な地域づくり活動

団体設立経緯
　毎年人口が千人ずつ減少してい
る佐渡島。私たちの地域も人口減
少が進み、地域にある保育園、小
中学校の廃園・廃校の危機に直面
したことから活動がはじまりました。
地域で暮らす人を増やしていけるよ
うに、また地域で暮らす人たちが
もっと充実した暮らしや子育てがで
きるように様々な活動を展開したい
と考え、保護者の有志でプロジェク
トを立ち上げました。
　当たり前にあるこの地域らしい暮
らし、文化、自然環境、人との関
わりを大切に、ここにあるものを見

出る人が多いのが現状です。地域
に小さな拠点をつくり、働くことが
できるように環境を整えていくこと
ができればと思いました。
　また、毎年のように地域行事の
手伝いなどで訪れてくれる人や、キャ
ンパー、観光客の方などと関わり
を深めることができれば、関係人
口の増加にも結び付きます。そんな
様々な機能を持ったシェアオフィス
をつくりたいと思いました。

活動内容と成果
　地域の中には空き家はたくさんあ
りますが、長期休みで帰省したり、
仏壇があったりと、それぞれの事情
があり、なかなか活用することが難
しい状況がありました。地方にある
空き家は都会にある家と違い、大
家族だったり農作業をするために小
屋や蔵も併設されていたりと、とて
も大きいものが多いように感じます。
そのため、改修の費用もかさみがち
です。
　そんななか、松ヶ崎集落にある
空き家を、家主さんが手放したいと
言うお話がありました。この集落は
地区の中でも伝統的な街並みを残
し、景観維持の活動に積極的な集
落です。最近では古民家を利用し
た一棟貸しの宿ができたり、ドー
ナツ屋さんができたりと、うれしい
ニュースもありました。
　その一棟貸しの宿の運営に当プ
ロジェクトが協力していたので、今
回手放したいという空き家について
も何かできるかなと感じました。そ
の空き家が宿の真横という立地もあ
り、利活用について様々な意見が
出ました。空き家の愛称は「ヨシエ
ム」としました。
●ヨシエムの掃除、状態把握
　当プロジェクトメンバーと協力者
のandfujiizaki一級建築士事務所
で、空き家内の整理、清掃活動を

実施しました。レトロな食器や建具
は再利用、冠婚葬祭で使ったと思
われる食器や古い棚などは、ひと
まず保管し、次の嫁ぎ先を探します。
2019年7月には所有者の方の荷物
整理も終わり、いよいよ本格的に改
修に向け動き出しました。
●床下調査、実測
　ヨシエムは、平屋の小さな古民
家です。襖で4つの部屋に分かれて
いて、キッチン、トイレ、お風呂が
あるシンプルな造りです。
　建築士のお2人に来島してもら
い、実測、床下調査などが進みま
した。調査の結果、床が下がって
いる部分があり、補強する必要が
あることが判明しました。

●関係人口、移住者へのアプローチ
　シェアオフィスの改修と同時に、
プロジェクトの目的でもある「地域
に人を増やす」活動として、移住モ
ニターツアーを実施しました。
　東京から2組の家族が参加してく
れ、松ヶ崎集落の宿に宿泊し、町
並み散策や子どもたちとの交流、暮
らし体験をしました。この地域に興
味を持ってくれている人たちが、ど
んなことを望んでいるのかを知る機
会になりました。やはり物だけあっ
てもだめで、建物も使ってこそ活き
るのだと思います。人も場所も両方
必要だと感じました。
●図面完成⇒変更
　プロジェクトメンバーと建築士、
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打ち合わせを重ねた改修工事の平面図。
左側の客室と、右側のシェアオフィスは
動線を分け、それぞれに出入りできるよ
うになっている

メンバーで清掃作業。冠婚葬祭で使用した食器類や沢山の布団など、
長年の暮らしぶりを想像させる荷物と格闘

改修工事を進める。地元の大工などの力を借りながら、メンバーも
壁の塗装などできることをDIYで取り組む

地域の子どもたちにもプロジェクトに参加しても
らう。家の造りや伝統的な建築の特徴などを説
明（上の写真）、珪藻土での壁塗りにも挑戦（下
の写真）

改修前（左側の写真）から改
修後へ。和室（上）は床がか
なり沈下していたのを組み直
し、宿泊時の客室として利用。
板の間（下）は囲炉裏テーブル
を置いて共有スペースに

います。子どもたちには、様々な形
でプロジェクトの活動に参加をして
もらい、いろんな経験をしてほしい
と思っています。
　ヨシエム改修についての説明、
実際に改修作業を見てもらい、珪
藻土の壁塗りも体験してもらいまし
た。マスキングテープで仕切った
枠の中をそれぞれが塗り、初めこ
そ「難しい」と苦戦しながらも、徐々
に慣れてきた頃には楽しそうに、自
分のアートを枠の中に表現していま
した。イニシャルを描いたり、「佐
渡の海を表現しよう」と波の模様を
作ってみたりと、真剣に黙々と作業
する子どもたちの姿が印象的でし
た。改修に関わってくださった大工
さんや地域の方からは、「子どもた
ちが関わってくれたことが形になっ
て、地域に残ることがうれしい」とい
う声が多くありました。
　改修作業の現場を建築士のお2
人を中心に案内していただき、佐渡
の建築様式の特徴について学び、

地域の方とこんな使い方をしたい！
と意見を出し合い、イメージを膨ら
ませていき、一旦は図面ができまし
た。ですがシェアオフィスやキッチン
の間取りについて、働く人や宿泊す
る人の動線をもう一度考え、10月に
図面変更をしました。
　表を通る人から中が見え、気軽
に立ち寄ってもらえるような空間を
形にしつつ、今ある町並みに寄り添
えるようにという思いを持ちながら、
最近一般に広がっているコワーキン
グ機能も取り入れた造りとしました。
●解体・DIY作業
　地域の方や地元の大工さん、左
官屋さんとともに解体作業がはじま
りました。壁紙をはがしたり、自分
たちで塗装したり。天井を開けると、
古民家の骨格が見えてきました。新
しい家にはない、時間の流れや昔の
息吹を感じることができる瞬間です。
●子どもたちとの作業
　私たちのプロジェクトの中心には、
地域の子どもたちやその保護者が

古い造りを活かして新しいものにし
ていく、普段はなかなか見ることの
できない過程を知るいい機会になっ
たと感じています。
　子どもたちからは、「この取り組み
を始めたきっかけ」や「地域への想
いについて」などたくさんの質問があ
りました。この作業を通して学んだ
ことを、学校の授業の中で他の学
校の子どもたちに紹介する場面もあ
りました。この活動が大人だけのも
のではなく、子どもたちも関わりを
持ち一緒に活動したことで、ヨシエ
ムへの愛着が生まれ、自分たちの
住む地域をより誇らしく思うきっか
けにもなったと思います。
●庭に瓦アート
　家屋を改修した時に出た「能登瓦」
を使用し、ヨシエムの庭に瓦を使っ
たアート作品をつくりたいという発案
がありました。小学校の授業の一環
として、子どもたちとデザインを考え
て発表する時間を設けました。P4C
という対話手法を取り入れ、ヨシエム

の庭にどんな瓦アートがあったら来
てくれた人が喜んでくれるのか、瓦
アートを通して松ヶ崎地区や佐渡島
の何を伝えたいか話し合いました。
　その後、建築士の方も交えて、
1人1人が考えたデザインを発表しま
した。学校が休校になってしまいま
したが、オンラインシステムを使っ
た遠隔授業で東京と佐渡をつなぎ
ながら授業をすることもでき、子ど
もたちには新しい経験でした。

課題と解決方策
　ヨシエムをシェアオフィスや関係
人口を生み出す拠点施設としていく
には、もっと島外へ情報を発信し
ていかなければいけません。PRに
関してが直近の課題です。協力者
のandfujiizaki一級建築士事務所
の方々とともに、首都圏や新潟県
内へ積極的に情報を発信していくと
ともに、プロジェクト地区出身で島
外に出ている方々に向けた発信も、
強化していきたいと思います。

　また発信だけでなく、モニターツ
アー参加者や今までプロジェクトに
関わってくださった大学生や行政関
係者、様々な方々と双方向の関係
構築を目指した、「プロジェクト会員
制度」の構築も必要です。より関係
性を密にし、私たちの活動の応援
団になっていただくとともに、さらに
裾野を広げていきたいと思います。
　場所や建物だけ整備しても、使
われなければ意味がありません。
使用する人と地域がうまく混ざり合
い、交流が生まれるような仕組みづ
くりをしていきます。　

今後の予定
　2020年度は新型コロナウイルス
感染症による影響で、シェアオフィ
スとしての活用が思うようにいかな
い部分もありますが、まずはプロジェ
クトメンバーの間で使い勝手を検証
し、様々な人に訪れてもらえるよう
に情報発信をしていきます。また、
会員募集の取り組みを通じて関係
性構築を強化し、来たるべき時に
備えていきたいと思います。
　働く場の選択肢として、移住希望
者の方や佐渡を訪れる様々な人へ
PRをしていきます。

子どもの元気は地域の元気プロジェクト
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佐渡南東部、松ヶ崎・岩首地区の子育て世代・世帯が楽しく暮らすことをサポート
するとともに、地域の子育て世代・世帯を増やし、暮らし続けられる地域をつくる
ことを目的としています。


